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紫褐色の放射彩

表面は黄色から茶褐色

の 皮 で覆われ、

つやがある

【形態】

【生態】

75．バカガイMactra(Mactra)chinensisPhilippi 図版31

英 名 sunraysurfclam

露 名
キタイスカヤ マ ク ト ラ

地方名(北海道） エゾバカガイ、エゾバカ、アブラガイ、ミナトガイ、

アカガイ、アオヤギ

漢 字 馬鹿貝

アイヌ語名 パケナイナイ、ルオセイ

は丸みのあるハマグリ形で、薄く壊れやすい。 頂 はやや前方

にあり、 の前縁は丸く、後縁はやや細長い。 表は黄色から茶褐色の 皮

で覆われ、紫褐色の放射彩 があり、表面はつやがある。 内面は、紫がかっ

た白色である。弾帯受 は大きく、前後の側歯 は明らかである。斧足 はオレ

ンジ色である。北海道産のものは通常若齢貝だけに見られる 表面の放射彩

が成貝 になっても残っている個体が多く、エゾバカガイと呼ばれることがあ

る。 長 ９cmに達する。

サハリン、北海道から九州、朝鮮半島、中国、沿海地方に分布す

る。潮間帯 から水深20mくらいまでの砂泥底にすむ。 長2.5cm以上で生殖

可能となる。産卵期は太平洋側の苫小牧で７～９月、日本海側の桧山地方で

７～８月の年１回である。成熟 した卵巣は鮮紅色、精巣はクリーム色。雌１
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個体当たり数百万粒の卵を産む。海水中で受精し、約１カ月の浮遊期間を経

て、 長約260μmとなり底生生活に移る。

東京湾では満１年で 長５cmになる。北海道では満１年で、苫小牧では約

３cm、桧山地方では約2.5cmに成長する。 長７cm以上の漁獲サイズに成長

するには、苫小牧では４年、桧山地方では５年を要すると推定されている。

また貝 の輪紋による年齢査定 から、寿命は長くて10年程度と えられてい

る。ウバガイと同様に水管 を海底上に伸ばして、プランクトンやデトリタス

を餌とする。

バカガイの浮遊幼生

左からそれぞれ 長

195、210、233μm
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